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DS40MB200 マルチプレクサ /
バッファを使ったギガビット・
リンクでの冗長機能の実現

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

1.0 はじめに
通信システムでは、信頼性の高い動作を維持し予期せぬ障害に
よるダウンタイムを防止するためにも、冗長化は重要です。しか
し、大規模 ASICや SerDes 部品に冗長機能を実装すると、部
品パッケージのピン数は大幅に増え、また、多くの場合に性能低
下をもたらします。ナショナル セミコンダクターの高速製品ポート
フォリオに加わったDS40MB200マルチプレクサ/バッファは、4Gbps
のデータリンクで冗長化を実現するように開発されています。
DS40MB200は信号調整機能を内蔵し、FR4バックプレーンや高
速ケーブルを介したデータ伝送で、エラーフリーを実現します。

2.0 冗長性
DS40MB200は2回路の双方向マルチプレクサおよびリピータで、
小型リードレスLLP-48パッケージで供給されます。DS40MB200
の各送信ポートは 1:2リピータで構成されているため、データを 2
枚の冗長カードに送信することができます。また、受信パスは 2:1
マルチプレクサで構成されているため、ホスト・カードからの通信
リンクと、2枚の冗長カードのうち一方の通信リンクとを選択するこ
とができます。Figure 1に DS40MB200 の機能を表したブロック
図を示します。

FIGURE 1. Functional Block Diagram of the DS40MB200

DS40MB200はアクティブ・バックプレーンとパッシブ・バックプレー
ンの両方に適用可能です。アクティブ・バックプレーンに
DS40MB200を応用した例をFigure 2に示します。DS40MB200
に内蔵されている信号調整機能によって、この構成では、バック

プレーン・トレースの長さを延長できるという利点が得られます。ま
た、多くの場合、冗長性はホスト・カード上に実装されます。
DS40MB200をパッシブ・バックプレーンに応用した例を Figure 3
に示します。
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2.0 冗長性 (つづき)

FIGURE 2. DS40MB200 in an Active Backplane
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2.0 冗長性 (つづき)

FIGURE 3. DS40MB200 in a Passive Backplane

3.0 信号調整

パッシブ・バックプレーンやアクティブ・バックプレーンに冗長性を
実装する場合でも、DS40MB200マルチプレクサ /バッファは伝送
メディアを直接インタフェースできるように設計されています。また、
DS40MB200の各シグナルパスは、伝送メディアによって生じる伝
送損失のイコライズとジッタの低減を行う信号調節機能を備えて
います。

DS40MB200の各出力ドライバは、駆動対象の伝送メディアで生じ
る伝送損失の不均衡 ( 周波数の違いで減衰に差が生じる現象 )
を補償するプリエンファシス機能を備えています。ロジック・レベ
ルの遷移時にドライバは最大振幅で最初のデータビットを送出しま
す。定常レベルでは伝送線路の伝送損失は小さいため、ドライ

バは続く同一ロジック・レベルのデータビットを振幅を抑えて送出し
ます。以上のようなプリエンファシス動作により、伝送メディアの受
信端で周波数の低いパルスの振幅と周波数の高いパルスの振
幅がほぼ同一になるように、ドライバは実質的に出力信号の振幅
を調整していることになります。Figure 4に、プリエンファシスを適
用した場合の、伝送メディアの送端と受端の波形を示します。

プリエンファシスによって伝送ラインの振幅不均衡に起因する確
定ジッタが抑えられます。DS40MB200 のプリエンファシス量は
0dB、3dB、6dB、9dBの 4 段階から選択でき、伝送損失が異
なる条件にも対応可能です。プリエンファシス量は 2 本のロジッ
ク・ピンを介してユーザーが設定可能です。



4www.national.com/jpn/

A
N

-1
39

9

3.0 信号調整 (つづき)

FIGURE 4. Pre-Emphasis Waveforms Before and after a Lossy Transmission Line

DS40MB200 の入力段は、固定量のイコライザ回路と、リミティン
グ・アンプ、およびドライバで構成されています。入力イコライザ
は、入力ボード・トレースの伝送損失で減衰した高周波信号を昇
圧します。4Gbpsのときに入力側の伝送線路で生じるおよそ 5dB
の伝送損失不均衡をイコライズする働きがあります。また、伝送
損失 5dBで生じるおよそ 30psのジッタを低減します。

入力イコライザは入力伝送線路で発生した確定ジッタを除去する
二次イコライザとして働きます。ドライバは、プリエンファシス機能
を用いて、ビット・ストリームの波形を整形しなおして再送し、伝
送メディアで生じる損失を補償します。DS40MB200を伝送メディ
アの両端に使用すれば、最高 14dBの伝送損失に対処すること
ができ、最高 4Gbpsのデータ転送でエラー・フリーを実現します。

4.0 ドライバ側イコライザとしての DS40MB200
DS40MB200は、冗長性を実現する手段として利用するほかに、
外部イコライザとして使用することも可能であり、ホスト ASIC や
FPGA をインターコネクトの伝送メディアで生じる伝送問題から解
放します。DS40MB200 は 1200mVp-p の大出力振幅をおよそ
80psの高速エッジレートにてサポートしています。DS40MB200な
どを外部イコライザとして使うことで、低コストのASICまたはFPGA
をシステム設計の選択肢に加えることができるほか、信号調整デ
バイスを重要な個所ごとに分散して配置できるため、信号インテグ
リティの向上が図れます。ASIC/FPGAにDS40MB200を組み合
わせた例を Figure 5に示します。
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4.0 ドライバ側イコライザとしての DS40MB200 (つづき)

FIGURE 5. DS40MB200 as an Equalizer used with ASIC/SerDes

5.0 ケーブル・イコライザとしての DS40MB200
DS40MB200 は、FR4 ボード・トレース、バックプレーン、ケーブ
ルなどの伝送メディアのイコライズが可能です。適切なプリエン
ファシス量を、0dB、3dB、6dB、9dBの 4 段階の中から制御ピ
ンで設定することで、さまざまなケーブル長の伝送損失に対応しま

す。DS40MB200をケーブル・イコライザとして使用した例をFigure
6に示します。また、DS40MB200が CAT7ケーブルを駆動した
ときのデータ・アイパターンを Figure 7～ Figure 9に示します。

FIGURE 6. DS40MB200 as a Cable Equalizer

FIGURE 7. Data Eye Pattern after a 10-Meter CAT7
Cable at 1.25 Gbps

FIGURE 8. Data Eye Pattern after a 10-Meter CAT7
Cable at 2.5 Gbps
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

5.0 ケーブル・イコライザとしての DS40MB200 
(つづき)

FIGURE 9. Data Eye Pattern after a 5-Meter CAT7
Cable at 4 Gbps

6.0 まとめ
DS40MB200はナショナル セミコンダクターの高速製品ポートフォリ
オに新しく加わった信号調整機能を備えたマルチプレクサ / バッ
ファです。冗長性を実現するとともに、高速バックプレーンやケー
ブルでリピータとして動作します。適用量を設定できるプリエンファ
シス機能と、固定量の入力イコライザ機能を備え、4Gbpsにてエ
ラーフリーのデータリンクを実現します。FR4ボード・トレースやケー
ブルのイコライズを行う信号調整ドライバとして利用可能なほか、
ホストASIC、FPGA、SerDesを伝送メディアの諸問題から切り離
します。

参考資料
DS40MB200 のデータシート、ナショナル セミコンダクター :
www.national.com

AN-1389― DS40MB200 デュアル 4 Gb/s マルチプレクサ / バッ
ファのプリエンファシス・レベルの設定

AN-1398― DS40MB200に適したプリント基板の設計テクニック
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